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(5) 微粒子によるエマルションの安定化において、エマルションを構成する 2 相に対する微粒子
の濡れ性はもっとも重要な因子の一つである。エマルションを構成する 2 相のうちいずれか 1 つ
の相の組成を調節することにより、微粒子の濡れ性が制御されることが報告されている。本研究
では、エタノールと水の混合物から成る極性溶媒相（P 相）と、ドデカンとミチスチン酸メチル














(1) シュウ酸水溶液の単独イオン活量の測定により，１段目の解離定数 Ka1が 0.1-10 mmol dm
-3




















ションの作製とその特性評価を行った。P 相中のエタノールの濃度が高い領域でのみ O/P 型のエ
マルションが形成されるが、幅広い組成領域で合一に対して比較的安定な P/O エマルションが形
成された。また、P 相中のエタノール濃度が低く、O相中のドデカンの濃度が高い領域では合一に
対して不安定な P/O エマルションが形成された。これらの結果から、2 相の組成の調節により微
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